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「社会主義室での階級闘争」ととと、一方ではこれらの
議聞が

とはもはや疑いない状況にあっ
『四人組』の『総綱論』にたいす

’

いう観念にとりつかれて中国の国
撤去芯れたり、野再復活はまだ決

た。それほどまでに、今日の中国
る批判を批判する」）。

『工業、農業、国防、税学・技術の
のはなぜであろうか。昨年四月の
「走資派」勢力との亀（き）裂は
あり、「四人組」を周（ば）倒
内建設を動賂させ、政
治優先の文定していないという打ち消し談話

内政の方向は、大きく、しかも根
ζのような状況をわTか一年前
回つの現代化』を中心とする近代
天安門事件の資任を一手にかぶせ
決して浅くはないととがわかるの
し、とくに江菅夫人を中世の魔女革路線をすすめてきた毛沢東路線が一部に出たζとなどは、ζのよ

本的に変化しており、理論的・政の中国の政治的ふん囲気と比べた
的な工業大系の態備・建設に本格
られて、「四月七日付の党中央決議である。

狩りのように諮怒の根源として集
そのものへの有力な「異議申し立うな状混の反映であろう。

策的には、もはや完全に郷小平路
とき、その変化の大きさと速さに
的に乗り出さねばならないはず
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一部には隼・邸体制とか議と邸
図的に論難しながら、依然としてて者」なのであった・

いずれにせよ、邸小平一丹復活後

懇復活していたのである。との
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護かれるであろう。
であろう」（本紙五一年八月十二
し、あらゆる公職
員（はく）奪
が蕊の両輸になるとか、毛沢東死
その夫・毛沢東主席を
無条件でた
しかも、自己の政治的ポストに
の次のステップはなにか、大いに

ととは、去る四！五月の「工業は
私はちょうど一年前に本紙で「中
日）と。いまや中国は政策的には
した事実があるだけに、手続きょ
後のときと同様に、またもや集団たえることの矛盾であり、「あなたとだわらないがゆえに、乙れまで
注目されるとζろである。

大腿に学ぶ
令何回会磁」にも隠然と
国地震の政治的窓昧」を論じたと
完全にこのような周恩来H郡小平の問題からしても、そう簡単では
指
導体制の災現といった観測が出
がやれば私は安心だ」との毛沢東も大胆な発言をしてきた郷小平氏

（東京外語大教授）

しており、「三株譲草」といわ
き、次のように指摘した。「『毛
路線を歩みはじめているのであ
ないといえようが、周恩来死後の
はじめているが、ζれらの見方
指示を峨一の
護身符として
自己のの
性格とその泣かな経験、そして

『信濃毎日新聞』1977年7月23日号
鄧氏復活」の意味するもの」


